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《美争静~>

主題を生成する力を育成する美術の授業

-協調学習を活用した授業デザインを通してー

前回紫事永樹員三川

キ琉球大学教育学部附属中学校 村琉球大学教育学部

I 主題設定の理由

放課後や夏休みの美術室開放時には、様々な対話が

美術室に広がる。数名で制作を始めたグループは当初、

昨日のテレビの話などをしているが、やがて「その色

つであり?J rえっ、やっぱ色、近いかな一。Jr私はク

ールな感じで、いいと思うけど。」など描きながら、何

がおかしいのかクスクス笑っている。また、ひとり作

品に向かい、かなり長い時間集中して制作する生徒も

いる。時々作品から離れ、画面の構成や色を確認する

かのように眺めると、ひとりうなずしある生徒は友

との対話から、ある生徒は作品との対話から学びが深

まっていく。こうした学びは、語るべき主題が存在し

ない表現活動からは、発生し難し九伝えたい思いやイ

メージが、彼らの表現キ鑑賞の活動を支えている。本

校の研究テーマ「未来を切り拓く対話からの学び」は、

美術科においては、主題を生成する力を育成すること

によって、深まる学びである。そして、生徒一人一人

が自己の感じ取ったことや考えたことなどを基に、内

発的に主題が見いだせるように授業デザインすること

が重要となる。

美術科ではこれまでの研究で、教科における言語活

動に着目し、生徒が個々に作品を制作するような学習

形態をとる場合が多い美術の授業において、共同で行

う創作活動や作品についての話し合い活動を位置付け、

生徒がお互いのよさを認め合い、各自が学んだことを

共有化する「学び合う授業」の在り方について提案し

てきた。教科が課題としてきた生徒の主体性や思考の

深まりに関しては、言語活動の充実を図ることにより

学び合いの質が高まり、ある一定の改善を授業証録や

ポートフォリオ評価からみとることができた。が、自

らの内なる意味や価値を生成することがさらに重要で

あると再認識する機会ともなった。

前研究より引き続き、授業のみとりとして、座席表

に書き込んでいく形式の授業記録を行っている。毎授

業ごとの生徒の様子や発言からは、学年が上がるごと

に対話の質の差が見てとれる。教科における対話につ

いては後に示すが、特に3年生の自己内対話は、時間

の甑晶と成長の過程を見るかのように、質的な深まり

を見せ始めている。作品の発想構想段階での荷予錯誤

には、この学年になると自問自答する様子が幾度も見

られる。が、その一方でこの状況を嫌い、または理解

できず、課題の深まりに取り残されていく生徒の様子

も見過ごすことのできない実態として依然残っている。

本研究初年度は、 3学年の発展的庭訪オにおいて、導入

部分に協調学習を活用し、実践を行った。教師の授業

デザインより、複雑に思考しようとする生徒の実態が

明らかとなった。昨年は、 1学年の色彩に関する基礎

基本的題材の定着部分に協調学習を活用し、実践を行

った。個々の生徒による授業の振り返り、教師のグル

ープと個を追う授業のみとりが不十分であったという

課題を残した。

本年度は鑑賞分野においても、全教科で取り組む協

調学習を授業デザインに取り入れ、題材構成の適切な

タイミングで知識構成型ジグソー法を組み込む。協調

学習が生み出す対話によって、学びの深まりを引き起

こしたいと考える。あくまで個の学びの過程を大切に、

教科テーマを継続して「主題を生成する力を育成する

美術の授業」、サプテーマを「協調学習を活用した授業

デザインを通して」と設定し取り組む。
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E本研究の目的

美術科の目指す生徒像は、「表現・鑑賞の活動を通し

て自己との対話を重ね、他者や社会と豊かに関わり、

課題の解決にむかう生徒」である。協調学習によって

生み出す、自己・他者・作品との対話から主題の生成

に向けた思考の深まりを呼び起こす過程をできる限り

個のレベルで見とっていく。題材ごとの評価とフィー

ドパックを繰り返し、そこからより深い学びの活動が、

個々の理解そして表現に変化を及ぼす過程を明らかに

することを目的とする。

E 研究内容

1 主題を生成する力

「主題を生成する」とは主題を生み出すことであり、

生徒自らが強く表したいことを心の中に思い描くこと

である。生徒一人一人が自己の感じ取ったことや考え

たことなどを基に、内発的に主題が見いだせるように

することが大切である。主題をどのように生み出させ

るかは、授業デザインにおいて重要な視点である。生

徒が是動オを自分のものとして受けとり、主題を考えや

すくする配慮が必要である。そのためには対象から感

じ取ったことなどを自分のものとして捉え直し、表し

たいものをしっかりと主題化する過程が大切である。

また、生み出した主題をいきいきと表現していく意欲

に繋がる創造的技能が不可欠となる。

2 美術科における『対話」と「深い理解』

(1 ) 言語活動の充実

「コミュニケーション、感性・情緒の基盤としてとい

う言語の役割に関しては、例えば体験から感じ取った

ことを言葉や絵、身体などを使って表現する。」と学

習指導要領では、例示されている。つまり、美術科で

の言語活動としては、形や色彩、そこから生成される

イメージを言語として扱いながら、思考したり、表現

したり、コミュニケーションを図ったりする活動がま

ず挙げられる。そのために、美術科における共通事項

である、形や色彩、材料、光の感情効果などを生かし

言語としての働きを意識しながら学習活動を展開して

いくことが求められている。

(お 美術科における対話

これまで、教科における言語活動として、「自己内対

話Jr他者との対話Jr作品(もの)との対話」という

3つの視点を意識して、授業デザインに効果的に取り

入れてきた。

① 自己内対話

自己内対話とは内なる自分と向き合う活動である。

創作活動の場面で、教室が静まり返る一瞬がある。音

として対話は聞こえてこないが、明らかに個々の生徒

の内側で自分自身との対話がおとり、対話をしている

生徒自身はそのことに集中するあまり、周囲の静けさ

に何の違和感も抱かない状況である。主題の生成にお

いて、重要な対話となる。

②他者との対話

これまで、制作の過程や完成段階などで、学級全体

やグループなど形態を工夫して、一人一人が自分の思

いや工夫したことなどを共有化する学習の機会を設け

てきた。作品を通して他者と考えを交流させ互いに学

び合う態度を育てることにポイントを置いた対話であ

る。このことは、一人一人が自分の考えをもち、それ

を発表し、他者と交流していく能力・態度を育てる上

で大切な意義を持っている。またこれは、自己肯定感

と制作への意欲を高めることに密接に繋がる対話であ

る。

③作品(もの)との対話

鑑賞の授業では作品そのものや見えない制作者との

対話の場面を設定する。表現の活動においても対象を

しっかりと捉えることで成立する対話である。美術に

おける自己内対話ととても近い対話であり、振り返り

の授業など、自分の活動を見つめなす揚面において有

効に働く。

美術科がこれまで取り組んできた3つの視点からの

対話を中心に授業デザインに取り組む。

(句 美術科における漂い理解

美術科のはぐくみたい力を「他者や社会と豊かに関

わり、自らの美的な価値判断基準を更新していける力」

と設定した。自らの内に揺るがない価値判断基準を持

つこと、しかも自分で更新していけることが不可欠で

ある。そのためには、鑑賞・表現の分野において、は

っきりとした日々の小さな成功体験が必要となる。何

となくではない、自分で自分を褒めたくなるような気
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づき、創作活動における生徒が「もう、 50分経ったの

か?Jと時間の経過を感じないような集中。これらが、

体験を通して自己肯定感となって生徒に残る。そのた

めに、授業のみとりから明らかとなった制作に必要な

創造的技能の強化も必須となる。図工・美術の共通指

導事項である色・形・イメージに関する学習はもちろ

ん行われている。が、深い理解に繋がっているか?と

いう点においては疑問である。本研究では、美術科の

共通事項もベースに置き、再度、方法ではなくその意

義や活用へのプロセスを具体的にイメージできる深い

理解へと生徒自身がたどりつけるよう取り組んでいく。

3 協調学習を活用した捜業デザイン

(1) 知識構成型ジグソー法の活用

東京大学・大学発教育支援コンソ←シアム推進構

(CoREF)によれば、協調学習の基本的な考え方として①

一人ひとりの分かり方は多様。②納得して自分で表現

したことは、「活用できる知識」になりやすい。の2点

が挙げられている。そしてのちのち「活用できる知識」

としての知識理解の形成のために、授業の中で生徒が

自分で表現したり思考したりする活動を中心にする必

要がある、と説明は続く。本次研究で美術科がとりく

んできた知識構成型ジグソー法の活用について以下に

示す。

表1 知識構成型ジグソー法活用実践(美術科)

授業実践 知識構成型ジグソー法

活用のタイミング

H25 3学年 導入時 (6時間構成)

1年次 表現分野催画) 1/6知愉構成型ジグソー法を

発展的題材 活用

H26 l学年12学年 極り返り時@時間構刷

2年次 表現分野(デザイン) 2/2知識構成型ジグソー法を

基礎基本的題材 活用

H27 1学年 振り返り時(6時間構尉

3年次 表現分野(デザイン) 6/6に知略構成型ジグソー法

基礎基本的題材 を活用

3学年 展開時@時間構成)

鑑賞分野(地跡教材) 1/2に知識構成型ジグソー法

発展的題材 を活用

対象学年の発達段階により、題材と授業デザインの

工夫を行ってきた。図 1に示す例のように導入時に効

果的に活用すると、その後の制作のための主題の生成

がスムーズである。しかし、基礎基本的な内容の場合、

どうしても知識理解から離れられず次なる次元へ進め

ない場合もあり、題材ごとの活用のタイミングと授業

の柱となる課題の設定が重要なポイントとなる。

立旦三上ニ2
~À1τi 

園1 題材における捜集デザイン伊l

(2) 協調学習時の学習環境の工夫

①学習グループの編成

歴雪

前年度までは、学力差が気になってはいたがあえて、

できるだけ出席番号順に臣置されていることを生徒が

認識できるようなグループ編成とした。生徒に教師側

の配慮が伝わることが臆念されたことと、鑑賞の力が

比較的低い生徒でグループが構成された場合の変化等

にも注目していたためである。結果、活発に話が進ん

でいるように見えるグループ、しんと静まり返って、

お互い顔を見合わせ、ぽつりぽつりと話すことを繰り

返すグループなど様々な様子が見られた。いつもと同

じ誰か?がリードしてしまっては、本授業の根本が揺

らぐことから考えると、この状態をしっかりみとって

いくことが大切か、と思われた。今年度は、いくつか

の条件を生徒にあたえ授業開始から数分で自分たちで

グループを編成させている。

条件1:学級の中で比較的、一緒に行動していると感

じる蔽友を避けること。(あまりしゃべったことのな

い友達と話そう!) 

条件2:母体となる 3名グノいープは向性3名にならな

いようにすること。(男女混合の3名になろう!) 

以上の条件で、 5分間でグノトープを決定している。

よそよそしさが新鮮な学習グループである。
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②協調学習時の美術室、机E置

週1コマしか授業が実施できない教科にとって、一

週間の時の流れは、既習事項の確認という点において

たいへん厳しい状況である。ジグソーグループ→エキ

スパートグループ→ジグソーグループへの座席移動に

時聞を要すると、授業デザインに影響を及ぼす可能性

がある。生徒が混乱なくスム」ズに座席移動を行える

よう以下のように工夫し、授業を実施してみた。

ハート・スペード・クローパー・ダイヤの4つの学習

グループを作り、各グループ内で札上に置かれたカー

ドのマークを見て速やかに移動できた。

園2 知融構成型ジグソー法活用時の座席配置(美術室)

4 授業のみとり

(1) 美荷科における学習の評価

美術科膏楽科の4観点には、他教科のように知識理

解という観点はない。しかし知識理解が必要ない、と

いうことではもちろんない。美術においては関心意

欲・発想構想・創造的技能・鑑賞の4観点に繋がるベ

ースとして、どの観点にも知識理解が存在する。だが

知識理解の観点がない、ということは、知識理解では

評価しないということである。例えば、この知識がし

っかり自分のものとして理解できたかどうかではなく、

理解できて意欲は?発想は?創造的技能は?鑑賞は?

を問うことになる。また、表現領域における創造的技

能とは、発想構想を具現化するための工夫である。

園3 表現領域 3観点の相互作用

だが、図3が示すように発想構想ありきではない。

この表現にはどんな色・形・イメージで迫るかという

時、自分なりの方法やプランのことを指す。単に描写

力や器用さを必要とする観点では、もちろんない。こ

の創造的技能に必要な、生徒が分かっているとa思って

いて分かっていない知識が発想構想を動かし、関心意

欲も連鎖すると考え、題材の導入時にジグソー法を取

り入れる場合は、関心・意欲や発想・構想の変化で、

生徒の変容をみとる。

九六
園4 鑑賞領域 2観点の相互作用

また、鑑賞領域では、関心意欲と鑑賞の2観点から

評価を行う。鑑賞における思考の深まりとそれに伴う

関心意欲の相互作用で生徒の変容をみとる。

位) 知識構成型ジグソー法による授業の変容

① エキスパート活動

エキスパート活動で重要である教師が準備する課題

の設定が、適当であったか、またジグソー活動へとス

ムーズに繋がる部品であったか、なEの視点から授業

をみとるため、生徒の発話分析やインタピューによる

分析が必要となる。
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② ジグソー活動

ジグソー活動においては、個々の生徒がエキスパー

ト活動で持ち寄ったまだまだ、不確かな知識が、対話に

より変化を起とし、確信をもった内容に変化していく

様子を捉えることが重要である。これもグループや個

をある程度限定して、発話や対話の様子をみとる授業

観察に努力したい。

③ クロストーク

クロストークにおいては、グループまたは個人の考

え方を自信をもって発表できる内容までもっていくこ

とが目標である。たとえその考え方や答えが、教師の

期待する答えと違っていても、どのように個に影響を

及ぼしたかを、クロストーク後に記入させるワークシ

ートや生徒の様子を記した授業記録から分析する。

(2) 座席表を活用した授業記録

授業ごとの座席表を活用した記録を前研究より継続

している。授業前にあらかじめ本時の目標等を明記し

た座席カードに、授業終了後すぐに生徒の発言や活動

の様子、耕市の願いや手立てを、短時間で記録してい

る。日々、めまぐるしく過ぎる授業の中でワークシー

トや作品だけではみとりにくい、個々の生徒の姿が浮

かび上がってくる。すぐに次の授業の工夫改善につな

がる点や、個人やグループ単位での変容を捉えていく

ことがスムーズであるため活用している。特に本研究

では、個に焦点をあて、全授業で追い、題材ごとの変

容をみとっていく。
l.L1!且E短且E出血

" 周 / 目 〈 胃 Gμ 柵 〆 年 “ ・( ~.2.) 鎗
*本自の園帽

すり - !，.-.γ ベペ}ιt"，.::u革島}

ゆ地也臥削船 "7"{

個人・グループι煙害活動をみとる.

園5 座席を活用した授業記録

(3) ポートフォリオ

生徒が学習活動の中で目的や目標に照らして、学習

の過程と結果について振り返ることはとても大切であ

る。長期的・継続的に収集した学習の成果としての作

品や学習の過程を示すワークシート、感想などをポー

トブオリオに収め、その収集物について教師や生徒自

身が評価していく。長期的な変化を評価する場合に適

した評価方法であると言われている。現在、各学年1

学年からスタートした作品及びワークシート等をファ

イリングしたポートフォリオを個々の生徒が持ってい

る。長期的に捉えた生徒の変化の中で、本研究の変容

も生徒と共にみとっていく。

N 授業実践

1 1学年実践事例『花に色を与えよう」

(1 ) 主題花に色を与えよう!

あなたが咲かせた花は、何を伝えていますか?

(2) 目標

① トーンや配色など、新たな視点で色彩について学

び、テーマを持って色をイメージできる。

②既成概念による色を超えて、イメージの力で表情

豊かな自分らしい彩色を試みる。

2 本実践の目的

色彩についての基礎的な学習(色相・彩度・明度etc)

を終えた中学校1年生対象に、実際に学んだ知識を絵

画やポスターなどの制作に活用できるよう色彩学習の

まとめとして実施する。

既有の知識がどのように活用できるか?を確認しな

がら、新たな視点で色について興味を持ち、生徒の多

くが持つ彩色に対する苦手意識を払拭することで、表

現の喜びを感じることが出来るよう導きたい。また、

描くととと同様に、彩色にもただ色を乗せるのではな

く、そこに感情やイメージが大切であることを認識さ

せることも重要である。

3 実践内容

本題材の授業づくりとしては、エキスパート活動で

は、すでに学んだ色の三要素や有彩色・無彩色などの、

制作に不可欠な色彩のまとめとして、ワンランク上の

色についての情報を各エキスパートで学ぶ。ジグソー
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(1) エキスパート活動

各エキスパートでは色についてさらに学ぶ。各資料

の下にある発聞に導かれて対話する。共通の発聞とし

ては色の不思議について、思うこと・-とした。

|エキスパートA:ワンランク上の色の呼び方|

明度と彩度をひとまとめにして、明るい"暗い"あ

ざやが'くすんだ岬などの色の調子や印象を表したも

のがトーンである。トーンを使えば、色を色相とトー

ンの二属性で表すととができることを新たに学ぶ。

・あなたの担任に似合う、または着て欲しい服は、

どんな色キ形ですか?トーンを使って説明。

|エキスパ}トB:配色儲Eみ合わせ)のテクニック|

身の回りには様々な配色があり、色の組み合わせが

心地よい配色として伝わるとき、その配色は調和して

いる。アクセント、コントラスト、グラデーションな

どの配色テクニックについて学ぶ。

・これらのテクニックを使った身の回りの事例を

挙げなさい。

|エキスパートC:色とイメージ | 

色は私たちに様々なイメージを与える。生活の中で

避けることのできない、色に対する感情について学ぶ。

寒色・暖色、進出色・後退色、膨張色・収縮色につい

て学ぶ。

-東京タワーは、夏の夜は青いランプが灯り、冬の夜

はオレンジっぽいランプが灯る。それは、なぜか?

時、グループでの対話を通しグループテーマを強調す

るための手段としての色に迫る。そこから個々の制作

として彩色。クロストークでは、再びグループテーマ

に戻りクロストーク鑑賞をする。グループのテーマを

共有し、さらに個々のテーマ左向き合い、色のおもし

ろさや表情に気づけるよう、あえて今回、事前に花の

輪車線のみ描かれた絵を準備して形は共通とし、色に

焦点を絞った学習とした。具体的に彩色を楽しめるよ

う導きた11¥以下に授業計画を示す。

表2 捜集計画

時 肉容 学習活動(目標)

前時 (学習前の 授業終了前の10分で花に彩色をする

事前活動)

1 花に色を与 本時:エキスパート

えよう 1 → ジグソー

本時 色彩につい -既に学んだ色彩の知識にプラスの要

て新たな視 棄を、各エキスパートを通して学

点で学ぶ ぷ。グループテーマを決め、色をイ

メージして彩色

2 花に色を与 ジグソー→クロストーク

えよう 2 -制作終了後、作品を、各グループ、

色彩の不思 台紙に構成する。

議を感じる グループテーマが3点の作品から伝わ

るのか?彩色の工夫等について、お互

いの作品を鑑賞する。

エキスノキートC

色とイメージ

エキスパートB

配色組み合わせ)のテクニック

エキスノ牛ートA

ワンランク上の色の呼び方!

トーンとは? ••••••••
•••••••• 

••••••••
•••••••• 

••••••••
•••••••• 

••••••••••
•••••••••• 

塞

色

系

暖

色

系ヨ
寒色系と暖色系
進出色と後退色
膨張色と収縮色

アクセント
コントラスト
グラデーション
セバレーション
レピテーション

11 ~ 1 p 

11芯|・
~I ・ | 同
ト I ~ I ・・
!I・|守

11，1 ! 
‘+一一-MC智子:>11-シ，ン}一一+畠

純色
明情色
暗清色
中間色

本時で使用したエキスパート責料の要約
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ロ) ジグソー活動

各エキスパートは1人、 3人が1グループとなりジ

グソーを開始する。エキスパートA ・B・Cで学んだ

色彩についての知識を共有し、その上で、グループテ

ーマを3人で見出す。

グループテーマを意識しつつ、個人の制作(彩色)

〈移る。ジグソー活動は三つの知識の集合体ではなく、

主題をもった色を基軸とした、個々のイメージのもと

に、新たに創造される。

(3) クロストーク

クロストークを言葉によるクロスのみと考えず、視

覚的なクロス活動をプラスした。

グループ内のクロストークを通して、個人の作品を

仕上げ、グループとして 1枚の台紙に、個々に彩色し

た作品を構成していく。次に鑑賞クロストークとして、

ホワイトポード二面にずらりと 13グノいープの作品を

展示し、鑑賞クロストークを行う。

クロストーク最終として、振り返りを行う。他グル

ープの作品を鑑賞して、また個人の彩色を振り返る。

(4) 慢業考察

①捜業デザインの振り返り

美術の表現領域における知識構成型ジグソー法の提

案として、ジグソー活動、クロストークを制作で行っ

た。言語活動の充実の項で述べたように、形や色彩、

そこから生成されるイメージを言語として扱いながら、

思考したり、表現したり、コミュニケーションを図っ

たりする活動がまず挙げられる。言語として色で対話

する活動を授業デザインに取り入れた。色に関する学

習の発展段階として効呆的であると考える。

②捜業デザインによる比較

入学後すぐに実施してきた、色彩に関する知識触手

を色面構成などのデザイン画制作で活用するという授

業を従新子ってきた。卒授業ではデザイン画制作で終

わらず、色で主題を生成するという段階に協調学習を

取り入れた。生徒それぞれの制作には個々の主題があ

り、寸分に色彩の既有知識も活用されてはいたが、生

徒相互の対話による学び合いには至らなかった。

また、自然界の既成の色に支配され、独自の主題をも

った色を選ぶ生徒は稀であった。

(町 生徒の変容

学力の上位と下位の生徒、二名の変容について以下

にまとめた。 Kは課題の理解が遅く、制作時に教師の

声かけが必要な生徒である。 Sは、ユニークな発言も

多く課題の理解が早く、制作では集中して取り組むこ

とができる生徒である。 KとSはジグソーグループが

同じであった。

表3 抽出生徒の変容

生徒K (エキスパB) 生徒s(エキスパC)

品す叫ー 花の形から、見たことのあ 色彩の学習を思い出し、

習 る花の色を思い出し、白と あえて白・黒・灰色の無

前 黄色のみで彩色。 彩色で彩色。個性的な彩

色を努力している。

学 各エキスパートの情報や 彩色しながら、他2名を

習 対話の中から、目に見える 意識し、 3点の作品をつ

中 色でなくても良いことに なぐテーマを自分なり

気づくが、自由な彩色には にイメージ化しようと

室らない。グループ内で色 対話を繰り返すロ

の感情についての質問を 対話により生み出され

繰り返す。 た主題から、自分なりの

解(色〉を求める様子が

見られた

品f民- 他グループのテーマとそ 相互鑑賞の場で、グルー

習 れぞれの彩色 3点の作品 ブテーマに対する=人

後 構成の意図についての発 の捉え方の違いのおも

表を聞き、 「もっと個人の しるさに触れる。事後ワ

作品をかっこよくできた ークシートでは、他グル

のに・・」と悔しがる. ープの良さやその逆に

ついても言及する。

当初、生徒Kは「何で無彩色なの?J と生徒Sの学

習前に短時間で彩色した色について、疑問視していた。

エキスパート終了後、席に戻ってジグソー活動になる

と、エキスパートBの情報から、アクセントやコント

ラストについて嬉しそうに話す。やがて、グループテ

ーマを決め、そこから自分なりの彩色では、前と違い

Sに対して「あ}、そういうことか・・。やるねー。」

と言葉をかける。口数が減り、色の選択に迷っている

様子が見られた。他生徒の彩色の意図についても尋ね

たりしながら自分の花に色を与え始めた。

三名の作品をグループ用の定型台紙に構成する際には、

何度も「あー・・」と言葉にならない声を漏らし、

自分なりの振り返りを行っていた。学習後のワークシ

ートには、「つぎに色をやる時には、もっと考えてみよ

うと思う・.Jと感想を書いていた。生徒Sは終始、

笑顔であった。グループの発表は生徒Kが行っていた。
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2 3学年実践事例

「郷土の美術 :作者の主題を読み解こう』

(1)主題作者になって、自分の作品について語ろう!

「私がこの絵を描いたのは、・・・』

(釘目標

① より深い鑑賞を体感し、鑑賞の喜びを知る。今後

の鑑賞活動に生かすことができる。

② 主題(思いや表現の意図)を持って制作すること

の重要性について理解し、自分の表現活動に活用

することができる。

(町 本実践の目的

教科書や資料集の図版を眺めながら、生徒は遠い時

代、遠い国で制作された美術作品を想像する。それら

はいかに芸術的価値が高くとも、生徒の日常から遠く

かけ離れたものであり、生涯を通じて実物を見る機会

を得ることも難しい。沖縄に終戦直後に存在した芸術

(1) エキスパート

村ニシムイ、そこで活動した作家の作品に注回し鑑賞

の授業を行うのは、作品にはそれを描いた表現者がい

るということをより意識して欲しいからである。同じ

風土岡じ社会背景の中で生活し成長していく生徒一人

一人が、作家を身近に感じるととによって、関心意欲

を持って主体的に作品を鑑賞し、色ヰザクを通して作家

の思いや表現の意図に迫るととができるよう導く。

3 実践内容

エキスパート活動では作品鑑賞のための3つの視点

を設定した。各エキスパートでは作品Xを含む対比す

る3点を鑑賞。鑑賞の視点をはっきりさせて思考する。

ジグソー活動では3つの視点を持ちよることにより、

作者の思いや表現の意図に迫る。個々に感じた作者の

思いを、アトリエで作品Xの前にたたずむ象徴的な作

者の写真を真似て、生徒は同じポーズをとり、作品に

ついて語る。作者の思いに迫る場面をクロス活動とし

て共有する。

エキスパートA エキスパートB IエキスパートC

作品Xの構成左題名の関係性から考える

資料:シュルレアリスムの作品3点

rti鳴の個執l
サJレパドール・ダリ

1931年

・作品と題名のミスマッチ

.シュルレアリスムと庭路

・作家にとって、題名は?

作品Xの色彩やモチーフ(要素)から考える|作品Xが生まれた断守背景から考える

資料:同じ作家(山元氏)の作品3点 |資料:同時代・場所で描かれた作品3点

『季節風l
山元恵一 1971年

-色彩が与える感情

-描語れている一つ一つのモチーフ G要素)
・色と形の関係は?

国7 本時で使用したエキスパート資料の要約
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位) ジグソー活動

エキスパートA.B.Cの3つの視点から鑑賞する。

1つの要素からではなかなか深まらない鑑賞を3つの

視点からの意見を統合させながら、作家の表現につい

て思考を深めていく。作品Xの表現の謎に迫る。持ち

寄った視点の伝達だけで終わらぬように、持ち寄るの

は資料ではなく、各エキスパートが話し合った内容や

過程であることを理解させ、ジグソー活動を開始した。

(3) クロストーク

それぞれのグループでの対話から、代表一名が発表。

代表生徒は作品Xの画像前で、ポーズをとり、語り始

める。個々の違いに気づき、もっと作者の思いに触れ

たい、と感じる自分なりの解を求めさせる。

(4) 捜業考察

①捜業デザインの振り返り

クロストークの考え方は様々であろうが、エキスパ

ート資料から得た情報をグループの意見として集約し、

発表して「ヘー・・」で終わるのでは、最後にここま

で行われた対話がその価値を失う。クロストーク前半

として1"""2名の生徒がクラスメイトの前で語るのは、

本時の活動を-ji、クラス全員が共有するためである。

協調学習のタイミングとしては、本時をエキスパート

~クロストーク前半までとして実施した。

表4 捜集計画

流れ 学習内容 生徒の活動

2学年:郷土の美術① 戦後の沖縄に存在した芸術村
これ

まで
ニシムイの画家たち で、制作活動をした作家二人の

作品について鑑賞。

3学年:郷土の美術② 2年時の鑑賞から、さらに1点

作者の主題(思い守安現の意 に絞り、 3つの視点から深く鑑
本時

図)を読み解こう 賞する。

|※エキスパート活動~ジグソー活動~ク山ーク前半|

前時の続き 作家の妻漣甑)へのインタピ

次時 ※クロストーク後半 ュー動画を見る。さらに鑑賞を

深める。

ューを見せるなど、題材に活用する基本資料は閉じで

ある。この二つの授業デザインについて、生徒の対話

という視点で以下に比較してみた。

表5 捜業デザインの比較

従来の対話内容 協調学習による対話

事 作品Xの明るい色彩に反 全〈左に同じ様子。

前 応し、明るいテーマや作家

像を想像し活発に対話す

る。

l 一定した対話量で、授業全 ジグソー活動からクロスト

次 体カ切れていく。 ークにかけての部分で、しつ

しっかりグループ対話が かり対話しているが、量は明

できているように見える。 らかに漏る。

2 作家の妻の戦後聞もない 作家の妻の戦後聞もない頃

次 頃を懐かしむコメントに を憎かしむコメントを真面

聞き入る。感想には、妻の 目に聞いてはいるが、妻の言

楽しそうな表情について 動に対して笑みがこぼれる。

書く生徒が多い。 時々 、爆笑する生徒も白

事 『また、鑑賞をやりたい』 「鑑賞は疲れた』と答える生

後 と答える生徒が多かった. 徒もいた。まだ終わっていな

職後の他の作家について いような、継続している様子

も知りたいという意見も が見られた。戦後に言及した

多い。 意見は意外に少ない.

③生徒の変容

当初、学力に差のある 2名の生徒を抽出し、発話や

ワークシートや授業記録で追っていた。この二人の変

容の違ドをもって、学習評価のあり方を提案できるか、

と考えていたが、授業デザインの中で一人の生徒の変

容が他に及ぼす影響から、個々の生徒に起こる主題の

生成に向かうプロセスが垣間見られたため、一人の生

徒を基軸にその変容をみとることにした。

クロストークで沈黙する級友を見た生徒に起こった

状況である。 Nの長すぎる沈黙の問、見守る生徒の様

子はさまざまであった。ある生徒はNをかわいそうに

思い小声で「思ったこと言えば、いいさ・・」と怯き、

普段のNを知る生徒は、すぐに何の苦労もなく言えそ

うな人であるはずなのに・・と頭をかしげる。多くの

生徒は、「えっ、ここまで深く考えるの?Jと驚きを隠

せなかった。皆が固唾をのむ中、彼女がしゃべった内

②捜業デザインによる比較 容については、覚えていない生徒が多い。彼女の頭の

本題材は長期に渡って、取り組んできた題材である。 中で起こったことが連鎖して、多くの生徒が深いため

従来の授業も 2時間構成で、基本的に都市がファシリ d息をついた。以下に発話ま録からみた、生徒Nと他生

テーターとして行い、次時で作者の遺族へのインタピ 徒の変容等を示す。
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【発諒E録1:エキスパート活動】

女子:作品Xを含めた3点に共通こ使われている色

赤じゃん。

N:オレンジと赤?

女子:赤オレンジ・・-黒?

男子:全部オレンジ。

N:赤オレンジ、黒・・・こっちくらいだね.

使われてるっちゃ使われてるんじゃん?

女子:じゃあ赤オレンジ黒・..

N:黄色は?

女子:黄色これなくない?

N:こっち、少」微妙.

女子:赤オレンジ、樺色とかだめかな。

N:どうでしょう。

女子:一緒かな.

男子:どんなイメージ?

女手:嬉u，吐か喜びとか咽まないよね。

男子:うん。

N:怖い感じだよね.

男子:目が疑問色

N:色彩カtなんか明るいん泊すどね。

男手:色彩?

女子:なんか赤とか茶色系統が多いから。

男子:この空は自由なかんじ。

N、女子:空きれい。

女子:じゃあ戦争終わってもう自由だってこと?

N:でもなんかさ、なんだろう・・・うーん。

亡 コ

zっちにうつってるやつの色彩の感じと、こっちから感じる感

じ祇見ていて、見ているやっとの印象が遣う気がする。

男字:うん。

女子:赤なのに.

N:色彩を見たらすごい明るい感じがするけど全体を見たらなん

1齢、そんな楽しいっていう感口まV~い。

女手:むしろ怒り系のイメージがあるかな。

女子:題名、考えちゃだめなんだよn、ζれ、うちらは.

形や色彩からだから色彩は明るいけど、受け取るイメージは

暗い感じ、ぞれと?

男子:なんでこうしたと思う?

N:ちゃう、題名は他のとζカC考えるから考えないでおζう

【発話のみとり】

発話記録は、女生徒 :Nに着目して行った。

Nは授業の中では、さほど目立たす寝業のベースにス

ムーズに乗っていると感じていたため、教師は授業中

の声かけを意識したことがない生徒であった。このN

に着目し始めたのは、授業後にワークシートを見てい

く中で、彼女の言葉が目に止まるようになり、今回ク

ロストクの長い沈黙から、遡って発諦識を追うこ

とにした。

Nの思考①

エキスパートの前半部分では、 3点の作品に共

通する色ということで、単純に赤、黒、オレン

ジなどの色の名前を単語として言い合い、一つ

一つの言葉は独立している。

ここに取り上げた発話記録は、エキスパート資料Bの

一作品Xの色彩やモチ}フ(要素)から考える一

である。前半の一部と後半の一部を比較すると、彼ら

が資料Bの視点から対話を深めていく様子が分かる。

Nの思考②

一つのフレーズが明らかに長くなり、エキスパー

トの後半部分では、嬉しい、喜び、怖い、自由な、

怒り・・など、色が伝える感情について触れ始め

ている。

園8 エキスパート活動Bの後半のようす

終始、女子がリードし、話を進めようと試みるが、

Nは後半部沿から声のトーンも低めで、聞き取れない

ような声で咳くように「うーん・.Jや女子や男子の

問いかけに即答しない。しきりに何かを考え続けてい

る様子である。

Nの思考③

(構成と題名から考える)のエキスパートAが気

になりだすh今、グループの対話から引き出され

てきたものを、題名を考えてみることで、解決し

たいと思い始めた。ジグソ}が動き出している。
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【発諒E録2:ジグソー活動】

N:ね。えっとうちらはですね、こっちとかζっちとζれとζれの色

彩とモチーフについて考えたん閉すど

えっとまず、 ζの写真Xのζれとζれの色で共通する色が赤と

オレンジだったの.共通するさ、こっちとか。

女子:うん、あー-・・オッケイ。

N:で、赤から伝わるイメージが怒りとか勝利とか情熱とか.こっ

っちだったらたとえば勝利って感じがしたし、三っちだったらな

んか怒りとかそういう感じするなーって.

で、オレンジは蝿気とか。まあこっちでいう葉つぼだから。

秋かなーって言う感じで考えて.

で(中略)

女子:一応、だれか自分の身近にいる人聞をマネキンにたとえて

いる?

N:たとえているんじゃないかつて。

で、目が自分が見ている目か、見られている目か。

だから己の作品を通した見，られてる感じがするけど、作者さん

からしたら、もしかしたら見・・・

【発謂包録3:クロストーク】

>>44:53 

教師:Nじゃありません、山元恵一先生です.
(N、着席)

>>45:06 

生徒:思ったこと言え国，¥1，唱。

>>45:26 

教師:山元先生たしかにこのくらい黙りそうだね、雰囲気的にね。
どうぞ、短くていいι

>>45:53 

一-ー-----
N:~劫℃の絵を描いたのは、

教師:私均七の絵を描いたのは?みんなを見て・..
感椿そζま-a、れなくていいよ。

>>46:37 

生徒:思ったこと言えばいいさ(つぶやき〉

生徒:思った=とないんじゃん?(小声〉

き空〉
N:色彩から伝わるイメージと・・・鑑賞する人カえ受け取るイメー

ジがまったく真逆であるけど・・・ その、真逆さをいかして・・・

戦争の・・・戦争、の・・・戦争を伝えたかったから、マす.

一同:(拍手)

-・その後、他男子が発表・..

教師:はい、えっと、いま無茶ぷりされた人達に何をしてもらったか

カ電略されるといいなあと思いますけれど、

・・・中略・・・ (枝内放送流れる)

Nさんの沈黙カ世いへんありがたかったなーと私は思ってい

ます。

ジグソー活動で、 NがエキスパートBの内容について

話を始める冒顕である。

Nの思考@

エキスパート活動に入った途端、指で直織を指し

つつ、声もはっきりと元気にしゃべり始めた。

これは、エキスパート活動での意見などをまとめ、エ

キスパBの使者として、先ほどまでと違い、対話内容

を伝えるという明確な解があったからだと思われる。

一気に話し終わると、 A、Cについて他生徒の話を聞

き、質問し、やがて本時の聞い「私がこの絵を描いた

のは・・ J に到達すると急に黙り始める。「あ~J

「うーんj など言葉にならない言葉が出始め、声のト

ーンが下がる。もやもや感をもったまま、クロストー

クを開始したa

国9 ジグソー活動の梯子

指名されると、全く予期していなかったらしく戸惑い

つつも席に着く。作品Xの画像の前に座り、作家と同

じ仲まいで話し始めようとするが、座って、絵を何度

も振り返り、言葉が出てこない。印象的だったのは、

作品は見ても、彼女が一度も教師を見なかったこと。

Nの思考⑤

Nが「私がこの絵を描いたのは・・」と言いかけ、

その後、言葉が出てくるまでに約50秒。

I 

Nの思考⑥

主にエキスパートBとの関連から、解を出してい

るが、すっきりではなく、まだ思考し続けている

ような、納得していない。
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次時の終了時にも、 Nを含む全体も、「鑑賞して、す

っきり解った。」という感じではなかった。それは美術

における鑑賞は自分を映す鏡である。という捉えから

するとあたり前のととであろう。

卒業を目前にしたNは、授業で3年間の美術を振り返

る「私の美術」というタイト/レの感想に、以下のよう

に書いている。

私が特に美術の授業で印象に残ったものは、「郷

土の美術」と「自画像:自分を見つめる」です。郷

土の美術では、ジグソーでみんなの意見を聞いて

も、最後まで答がわからず、絵を直感で考えるとい

うこと?自分で考えるというとと?を学びました。

自分を見つめるは、あんなにも長く自分を見つめ

たことは初めてで、自分を客観的に見ることができ

たような気がしました。 (3年 N)

3年間の様々な学びの中から、彼女は50秒押し黙った

鑑賞の授業と自画像を選んでいる。明確な解は個々の

生徒の中にあり、それを様々な知識を得た上の直感、

自分で考える、という言葉にNは置き換えている。こ

の感想、から、彼女の鑑賞の深まりが読み取れる。少な

くとも、鑑賞の活動は未だ続いているようである。

V 成果と課題

1 成果

・表現領域と鑑賞領域の双方で、協調学習による授業

を実施し、自己・他者・作品との対話から、思考の

深まりの過程をみることができた。特に鑑賞領域に

おける「郷土の美術Jは、長期に渡って授業の工夫

改善を重ね、取り組んできた題財であった為、授業

デザインの工夫によっての比較を行うことができた。

・授業で個を追って観察する中で、ワークシートや発

話ま織などから、授業中の様子だけでは見えてこな

い、主題の生成に向けた思考の深まりに青批L、授業

改善に役立った

-教科を超え、同じテーマのもと研究を行うことの意

義を自覚できた。指導案検討等、全教科と共に行っ

たことで、生徒の他教科における学力を知ることが

できた。特に言語活動の根幹を担う国語科の授業内

容に触れ、 3年生の鑑賞の授業内容をさらに深める

ことをためらわずに、授業を実施できた。

2 課題

・授業改善に役立てるための生徒の発話分析や授業記

録は大変有効であるが、圧倒的な生徒数や発話分析

にかかる仕事量からみると、生徒の実態を把握し、

かなり絞り込んで行うことが条件となる。

-表現・鑑賞のどちらの領域であっても、エキスパー

トにおける資料づくりには教科の特性を生かして、

取り組む必要がある。文字資料が多くなると、生徒

は読むことに集中し、本来の対話が生まれ難くなる。

対話が生まれ灘くなると、思考の深まりに欠ける。

今後も視覚的に訴え、入り口はスムーズに生徒が取

り組める資料となるよう工夫していく必要がある。

• 3年間を見通したカリキュラムの再構築が必要であ

る。協調学習を活用した授業も、年間 35時間 (1年

145時間)の中で、計画的に取り組むだけでは、美

術における主題を生成する力をはぐくむことは容易

なことではない。 1年間のカリキュラムを工夫して

も、学びの連鎖が続いていかない。できれば、中学

校3年間と言わず、小学校図工科から中学校美術に

及ぶ9年間に渡る流れの中で生徒の学びを捉えたい。
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